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　ウイグル人は世界各国に暮らしております。そして、それぞ

れの国で民間団体を結成し、ウイグルの現状とその解決に向け

た国際社会の行動を訴える活動を行っています。当然ながら一

つの国で団体が一つといった縛りは無く、国によっては複数の

ウイグル人団体が活動しているところもあります。

　そんな中、世界中で活動するウイグル人団体の大多数を傘下

に置き指導機関としての役割を果たしている、ウイグル人 ( 東

トルキスタン内外のウイグルの人々）の集団的利害を代表する

国際的な団体として欧米各国政府をはじめとした国際社会から

広く認知されているのが、ドイツに本部を置く「世界ウイグル

会議」です。世界ウイグル会議は、１８か国から特に活動実績

のある３４の団体を傘下に置いており、日本からは「日本ウイ

グル協会」のみを傘下団体として認められています。

　日本ウイグル協会には、活動する意思のある在日ウイグル人

の大多数が加わっています。

日本ウイグル協会について
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日本ウイグル協会は、2021 年 6 月 26 日に文京区民センターに

て、2021 年度総会を開催しました。

総会では、前年度分活動報告や決算報告を行い、了承されまし

た。また、次年度分活動方針案、人事案、予算案が発表され、

了承されました。理事 3 名と監事 1 名が退任し、新しい理事 3

名と監事 2 名が就任し、新体制が発足しました。

前年度中（2020 年 4 月 1 日～ 2021 年 3 月 30 日）に、大小合

わせて 157 件の活動を行ったことが報告され、その詳細を記し

た一覧表が参加者に配布されました。活動一覧は以下のリンク

で確認できます。

https://uyghur-j.org/japan/wp-content/uploads/2021/09/

katsudo_20200401-20210330.pdf

総会には、「ウイグルを応援する全国地方議員の会」から地方

議員の先生 4 名が参加し、挨拶の言葉を述べられました。

以下は、総会当日の于田　ケリム会長の挨拶より抜粋したもの

です。

私たち日本ウイグル協会は、2年前には20名程度の会員を持

つ小さな組織から再スタートしましたが、今では、800名を

超える会員を持つ大きな組織に成長しました。

私たちの活動を支えてくださっている全ての会員の皆様に心よ

り感謝申し上げます。

また、私たちを応援してくださった「ウイグルを応援する全国

地方議員の会」や「日本ウイグル国会議員連盟」の先生方、関

係者の皆様にも心より感謝申し上げます。

それと同時に、これからは更に積極的に活動し、結果を出して

行くことを約束します。

私たちは、在日ウイグル人が活動に積極的に参加することを推

進してきました。世論を動かすためのメディア活動や街頭活動

などにも力を入れてきました。そして、日本の政治にウイグル

問題を反映させるために、「ウイグルを応援する全国地方議員

の会」や「日本ウイグル国会議員連盟」を通じて訴えてきまし

た。

お陰様で、一定のメディア効果があり、国民の関心も高まって

きています。地方議会や国会においても、関心が広がりつつあ

ります。

しかし、やるべきことはまだまだ沢山あります。ウイグルジェ

ノサイドが一刻も早く終わるよう、全力で頑張りますので、引

き続き私たちを応援して頂けますようお願い申し上げます。

日本ウイグル協会2021年度総会報告
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活動ギャラリー

8. 古屋圭司先生事務所7. 国会議事堂前集会

6. 立憲民主党会合5. 超党派議連会合

4. 自民党本部3. 国民民主党会合

2. ウイグル議連総会1.JPAC 総会
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16.AbemaTV15.AsashiTV ワイドスクランブル

14.TBS 報道特集13. 日立パネル展

12. アパグループ勝兵塾関西支部11. 茅ヶ崎証言集会

10. 枚方証言集会09. 大阪街頭活動
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日本ウイグル協会活動一覧
※2021年1月1日～2021年7月31日

No. 日付 主要活動概要 備考(メディア報道等)
3 1

月
1月20日、「日本ウイグル協会は、米国のジェノサイド（民族大量虐殺」認定を歓迎する」と題する声
明を発表

4 1月28日、「ウイグルジェノサイド認定をめぐる外務省担当者の発言についての声明」と題する声明を発
表

5 2
月

2月4日、外国人記者クラブにて、「人権弾圧下の北京でオリンピックを開催することに抗議する」共同記
者会見を実施（英語）　（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）

ロイター等が報道

6 2月4日、ＴＫＰ銀座ビジネスセンターにて、「人権弾圧下の北京でオリンピックを開催することに抗議す
る」共同記者会見を実施（日本語）　（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）

共同通信等が報道

7 2月5日、2月5日放送のBS日テレ「深層NEWS」番組へ資料（動画、写真等）提供
※協会提供の資料が番組で取り上げられた

BS日テレが報道

8 2月5日、東京・中国大使館前にて、グルジャ事件24周年を記念するデモを実施 Viewport等が報道
9 2月5日、グルジャ事件24周年を記念するウェビナー開催
10 2月8日、埼玉県の大野元裕知事らと面会し、強制収容所の実態を描いた人気漫画「私の身に起きた

こと」を12冊、消毒用アルコールジェル120本寄贈
毎日新聞等が報道

11 2月9日、議員会館にて、JPAC（対中政策に関する国会議員連盟）総会で講演 産経新聞等が報道
12 2月9日、衆議院議員松原仁（立憲民主党）先生のYouTubeチャンネルに出演 YouTube配信
13 2月9日、DHCテレビ「ニュース女子」番組に出演

※ウイグル問題を約30分特集、3週間で160万回以上再生
DHCテレビ「ニュース女子」が報道

14 2月10日、議員会館にて、日本ウイグル国会議員連盟総会で講演 産経新聞等が報道
15 2月14日、参議院議員やながせ裕文（日本維新の会）先生のYouTubeチャンネルに出演 YouTube配信
16 2月14日、衆議院議員松原仁（立憲民主党）先生のYouTubeチャンネルに出演 YouTube配信
17 2月15日、東京大学の研究者Dr. Graham White氏らと協力し、行方不明のウイグル人知識人の

救出活動を行うプロジェクトを立ち上げ、世界中の学者から署名集めを開始。
※世界各国の学者350名以上が署名済み

18 2月16日、テレビ朝日「ワイドスクランブル」番組に出演 テレビ朝日が報道
19 2月18日、DHCテレビ「虎ノ門ニュース」番組に出演

※ウイグル問題を約30分特集、2週間で100万回以上再生
DHCテレビ「虎ノ門ニュース」が報道

20 2月21日、『産経新聞』取材対応・資料提供
※日本から帰国後に収容され、亡くなったミヒライ・エリキンさんの資料を提供

産経新聞が報道

21 2月22日、日本文化チャンネル桜「ウイグルの声#44」に出演 日本文化チャンネル桜が報道
22 2月22日、月刊誌WiLLの番組【WiLL増刊号＃431】に出演 YouTube配信
23 2月23日、衆議院議員松原仁（立憲民主党）先生の国会事務所を訪問し、ウイグル問題について

レクチャー・資料提供（2/26予定の国会質疑準備）
2/26松原先生が国会質疑

24 2月27日、AbemaTV「カンニング竹山の土曜TheNIGHT」番組に出演、生還者Zumret Dawutさ
んのインタビューを手配。　※ウイグル問題を約2時間特集

AbemaTVが報道

25 2月27日、「日本ウイグル協会は、カナダ議会及びオランダ議会のジェノサイド認定を歓迎する」と題する
声明発表

26 3
月

3月1日、月刊『正論』に、「ウイグル人弾圧で対応鈍い日本」と題する記事を寄稿 『正論』2021年4月号に掲載
27 3月2日、議員会館にて、国民民主党「人権外交と経済安全保障に関する研究会」の会合で講演 産経新聞等が報道

28 3月2日、自民党幹部の国会事務所を訪問し、ウイグル問題について説明
29 3月4日、自民党幹部の国会事務所を訪問し、ウイグル問題について説明
30 3月5日、『産経新聞』取材対応・資料提供 産経新聞が報道
31 3月6日、強制収容所の実態を描いた清水ともみさんの漫画本「命がけの証言」を衆参両院全国会議

員706名の先生方に送付して下さったWAC出版社を訪問し、感謝状を手渡し
32 3月7日、国連大学前にて、国際女性デーに合わせ、中共による女性の人権弾圧に抗議するデモ行進

と声明発表　（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）
産経新聞等が報道

33 3月13日、ウイグル議連事務局長の長尾敬先生と一緒に、文化人放送局の生配信番組に出演、ウイ
グル問題紹介

YouTube配信

34 3月19日、NHK取材協力、行方不明のウイグル知識人に関する電話インタビュー対応 NHKが報道
35 3月20日、自民党枚方支部と協力し、枚方市民会館にて、議員や一般市民向けに、ウイグル問題に

ついての証言集会を実施
産経新聞等が報道

36 3月20日、岡山県岡山市にて、市民団体が開催した講演会でウイグル問題を紹介
37 3月24日、ＴＢＳラジオ「荻上チキ・Session-22」番組に出演

※東京大学の阿古智子教授と一緒に出演
ＴＢＳラジオが放送

38 3月25日、自民党本部にて、自民党外交部会「人権外交プロジェクトチーム」の会合で講演 NHK、朝日新聞等が報道

39

3
月

3月26日、東京大学阿古智子研究室や国際人権NGOヒューマンライツ・ナウ（HRN）と協力し、強
制収容・行方不明のウイグル人知識人に関するウェビナー開催

NHK等が報道

40 3月26日、3月28日放送のTBSテレビ「サンデーモーニング」番組へ資料（動画、写真等）提供　※
協会提供の資料が番組で取り上げられた

TBSが報道

41 3月26日、週刊誌「週刊新潮」取材対応 週刊新潮に掲載
42 3月27日、強制収容・行方不明のウイグル人知識人のうち、日本留学経験者の救出を訴える書簡を

日本の文部大臣と外務大臣へ送付し、釈放を求める書簡を駐日中国大使へ送付
43 3月27日、日本文化チャンネル桜「「ウイグルの声#45」に出演 日本文化チャンネル桜が報道
44 3月27日、時事通信取材対応・資料提供 JANETに掲載
45 3月29日、『産経新聞』のインターネット番組「チャンネル正論」に出演 YouTube配信
46 3月30日、中国当局の人権侵害行為を非難する国会決議の早期成立を求める声明文を発表（チベ

ット、モンゴル、香港諸団体と共に）
産経新聞等が報道

47 3月30日、SMGネットワークの集会で、ウイグル問題を紹介
48 4

月
4月1日、月刊『正論』に、「ウイグル人強制労働 日本企業の対応を問う」と題する記事を寄稿 『正論』2021年5月号に掲載

49 4月3日、チャンネルAJERに出演 YouTube配信
50 4月6日、議員会館にて、「人権外交を超党派で考える議員連盟」総会で講演 朝日新聞等が報道
51 4月7日～4月11日、神奈川県民センターにて、ウイグル問題に関するパネル展を開催 神奈川新聞等が報道
52 4月8日、東京大学阿古智子教授や国際人権NGOヒューマンライツ・ナウ（HRN）と協力し、厚生労

働省記者クラブにて、「ウイグル自治区における強制労働と日系企業の関係性及びその責任」共同記
者会見、報告書発表

テレビ東京等が報道

53 4月10日、神奈川県民センターにて、ウイグル問題を紹介する講演会を開催
54 4月11日、埼玉県三郷市にて、ウイグル問題を紹介する講演会を開催
55 4月12日、議員会館にて、「中国による深刻な人権侵害を非難する国会決議の早期採択を求める」

共同記者会見を実施　（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）
産経新聞等が報道

56 4月13日、4/18放送のNHK　「ニュース 地球まるわかり」番組のための取材対応、資料（動画、写真
等）提供
※日本留学中に親が強制収容され、その親を探し求めて2019年に帰国し、本人も収容され死亡した
ウイグル人女性の件で、複数回NHKの取材対応・資料提供を行った。

NHKが報道

57 4月14日、大阪府立高校132校へ、強制収容所の実態を描いた人気漫画「私の身に起きたこと　とあ
るウイグル人女性の証言」を寄贈

58 4月15日、議員会館にて、立憲民主党を中心とした超党派の野党系議員でつくる「人権外交を推進
する議員連盟」の会合で講演　※東京大学の阿古智子教授と共に

産経新聞等が報道

59 4月15日、衆議院議員松原仁（立憲民主党）先生のYouTubeチャンネルに出演 YouTube配信
60 4月17日、「ウイグルを応援する地方議員の会」と協力し、茅ヶ崎市にて、議員や一般市民向けに、ウイ

グル問題についての証言集会を実施。
タウンニュース等が報道

61 4月17日、東京・四谷にて、市民団体が開催した講演会でウイグル問題を紹介
62 4月18日、東京・文京区にて、市民団体が開催した講演会でウイグル問題を紹介
63 4月21日、東京都江戸川区の斉藤猛区長らと面会し、強制収容所の実態を描いた人気漫画「私の

身に起きたこと　とあるウイグル人女性の証言」110冊を、江戸川区内の各小中学校に寄贈

64 4月21日、産経新聞のインターネット番組「チャンネル正論」に出演 YouTube配信
65 4月21日、産経新聞グループのインターネット番組「サンケイ・ワールド・ビュー」に出演 YouTube配信
66 4月22日、BS-TBS　「報道1930」番組へ資料提供（動画、写真等）、　強制収容所から生還した

証言者Zumret Dawutさんのインタビューを手配
BS-TBSが報道

67 4月23日、「日本ウイグル協会は、イギリス議会のジェノサイド認定を歓迎する」と題する声明を発表

68 4月24日、日本文化チャンネル桜「「ウイグルの声#46」に出演 日本文化チャンネル桜が報道
69 4月25日、長野県長野市にて、中国共産党による弾圧の犠牲者を追悼するデモ行進

（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）
産経新聞等が報道

70 5
月

5月3日、「憲法フォーラム in 埼玉」の集会で、ウイグル問題について講演
71 5月9日、東京・国連大学前にて、中国の人権侵害に抗議するデモ行進

（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）
TBS等が報道

72 5月10日、「ドクターごとうの熱血訪問クリニック」ラジオ番組に出演
73 5月12日、徳島大学の学生たちに、ウイグル問題に関するオンライン講義
74 5月18日、「香港国際連帯キャンペーン in 東京」のオンラインイベントで、ウイグル問題について講演

75 5月19日、国会議事堂前にて、「中国における人権問題を非難する国会決議」の 今国会での成立を
求める集会を開催　（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）

TBS等が報道

76 5月19日、「SakuraSoTV」チャンネルに出演 YouTube配信
77 5月22日、「日本ウイグル協会は、リトアニア議会のジェノサイド認定を歓迎する」と題する声明を発表

78 5月22日、「文藝春秋」の取材対応、静岡大学の楊海英教授と対談
※複数回取材・対談を続け、本を出版予定

日本ウイグル協会活動一覧
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日本ウイグル協会活動一覧
※2021年1月1日～2021年7月31日

No. 日付 主要活動概要 備考(メディア報道等)
3 1

月
1月20日、「日本ウイグル協会は、米国のジェノサイド（民族大量虐殺」認定を歓迎する」と題する声
明を発表

4 1月28日、「ウイグルジェノサイド認定をめぐる外務省担当者の発言についての声明」と題する声明を発
表

5 2
月

2月4日、外国人記者クラブにて、「人権弾圧下の北京でオリンピックを開催することに抗議する」共同記
者会見を実施（英語）　（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）

ロイター等が報道

6 2月4日、ＴＫＰ銀座ビジネスセンターにて、「人権弾圧下の北京でオリンピックを開催することに抗議す
る」共同記者会見を実施（日本語）　（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）

共同通信等が報道

7 2月5日、2月5日放送のBS日テレ「深層NEWS」番組へ資料（動画、写真等）提供
※協会提供の資料が番組で取り上げられた

BS日テレが報道

8 2月5日、東京・中国大使館前にて、グルジャ事件24周年を記念するデモを実施 Viewport等が報道
9 2月5日、グルジャ事件24周年を記念するウェビナー開催
10 2月8日、埼玉県の大野元裕知事らと面会し、強制収容所の実態を描いた人気漫画「私の身に起きた

こと」を12冊、消毒用アルコールジェル120本寄贈
毎日新聞等が報道

11 2月9日、議員会館にて、JPAC（対中政策に関する国会議員連盟）総会で講演 産経新聞等が報道
12 2月9日、衆議院議員松原仁（立憲民主党）先生のYouTubeチャンネルに出演 YouTube配信
13 2月9日、DHCテレビ「ニュース女子」番組に出演

※ウイグル問題を約30分特集、3週間で160万回以上再生
DHCテレビ「ニュース女子」が報道

14 2月10日、議員会館にて、日本ウイグル国会議員連盟総会で講演 産経新聞等が報道
15 2月14日、参議院議員やながせ裕文（日本維新の会）先生のYouTubeチャンネルに出演 YouTube配信
16 2月14日、衆議院議員松原仁（立憲民主党）先生のYouTubeチャンネルに出演 YouTube配信
17 2月15日、東京大学の研究者Dr. Graham White氏らと協力し、行方不明のウイグル人知識人の

救出活動を行うプロジェクトを立ち上げ、世界中の学者から署名集めを開始。
※世界各国の学者350名以上が署名済み

18 2月16日、テレビ朝日「ワイドスクランブル」番組に出演 テレビ朝日が報道
19 2月18日、DHCテレビ「虎ノ門ニュース」番組に出演

※ウイグル問題を約30分特集、2週間で100万回以上再生
DHCテレビ「虎ノ門ニュース」が報道

20 2月21日、『産経新聞』取材対応・資料提供
※日本から帰国後に収容され、亡くなったミヒライ・エリキンさんの資料を提供

産経新聞が報道

21 2月22日、日本文化チャンネル桜「ウイグルの声#44」に出演 日本文化チャンネル桜が報道
22 2月22日、月刊誌WiLLの番組【WiLL増刊号＃431】に出演 YouTube配信
23 2月23日、衆議院議員松原仁（立憲民主党）先生の国会事務所を訪問し、ウイグル問題について

レクチャー・資料提供（2/26予定の国会質疑準備）
2/26松原先生が国会質疑

24 2月27日、AbemaTV「カンニング竹山の土曜TheNIGHT」番組に出演、生還者Zumret Dawutさ
んのインタビューを手配。　※ウイグル問題を約2時間特集

AbemaTVが報道

25 2月27日、「日本ウイグル協会は、カナダ議会及びオランダ議会のジェノサイド認定を歓迎する」と題する
声明発表

26 3
月

3月1日、月刊『正論』に、「ウイグル人弾圧で対応鈍い日本」と題する記事を寄稿 『正論』2021年4月号に掲載
27 3月2日、議員会館にて、国民民主党「人権外交と経済安全保障に関する研究会」の会合で講演 産経新聞等が報道

28 3月2日、自民党幹部の国会事務所を訪問し、ウイグル問題について説明
29 3月4日、自民党幹部の国会事務所を訪問し、ウイグル問題について説明
30 3月5日、『産経新聞』取材対応・資料提供 産経新聞が報道
31 3月6日、強制収容所の実態を描いた清水ともみさんの漫画本「命がけの証言」を衆参両院全国会議

員706名の先生方に送付して下さったWAC出版社を訪問し、感謝状を手渡し
32 3月7日、国連大学前にて、国際女性デーに合わせ、中共による女性の人権弾圧に抗議するデモ行進

と声明発表　（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）
産経新聞等が報道

33 3月13日、ウイグル議連事務局長の長尾敬先生と一緒に、文化人放送局の生配信番組に出演、ウイ
グル問題紹介

YouTube配信

34 3月19日、NHK取材協力、行方不明のウイグル知識人に関する電話インタビュー対応 NHKが報道
35 3月20日、自民党枚方支部と協力し、枚方市民会館にて、議員や一般市民向けに、ウイグル問題に

ついての証言集会を実施
産経新聞等が報道

36 3月20日、岡山県岡山市にて、市民団体が開催した講演会でウイグル問題を紹介
37 3月24日、ＴＢＳラジオ「荻上チキ・Session-22」番組に出演

※東京大学の阿古智子教授と一緒に出演
ＴＢＳラジオが放送

38 3月25日、自民党本部にて、自民党外交部会「人権外交プロジェクトチーム」の会合で講演 NHK、朝日新聞等が報道

39

3
月

3月26日、東京大学阿古智子研究室や国際人権NGOヒューマンライツ・ナウ（HRN）と協力し、強
制収容・行方不明のウイグル人知識人に関するウェビナー開催

NHK等が報道

40 3月26日、3月28日放送のTBSテレビ「サンデーモーニング」番組へ資料（動画、写真等）提供　※
協会提供の資料が番組で取り上げられた

TBSが報道

41 3月26日、週刊誌「週刊新潮」取材対応 週刊新潮に掲載
42 3月27日、強制収容・行方不明のウイグル人知識人のうち、日本留学経験者の救出を訴える書簡を

日本の文部大臣と外務大臣へ送付し、釈放を求める書簡を駐日中国大使へ送付
43 3月27日、日本文化チャンネル桜「「ウイグルの声#45」に出演 日本文化チャンネル桜が報道
44 3月27日、時事通信取材対応・資料提供 JANETに掲載
45 3月29日、『産経新聞』のインターネット番組「チャンネル正論」に出演 YouTube配信
46 3月30日、中国当局の人権侵害行為を非難する国会決議の早期成立を求める声明文を発表（チベ

ット、モンゴル、香港諸団体と共に）
産経新聞等が報道

47 3月30日、SMGネットワークの集会で、ウイグル問題を紹介
48 4

月
4月1日、月刊『正論』に、「ウイグル人強制労働 日本企業の対応を問う」と題する記事を寄稿 『正論』2021年5月号に掲載

49 4月3日、チャンネルAJERに出演 YouTube配信
50 4月6日、議員会館にて、「人権外交を超党派で考える議員連盟」総会で講演 朝日新聞等が報道
51 4月7日～4月11日、神奈川県民センターにて、ウイグル問題に関するパネル展を開催 神奈川新聞等が報道
52 4月8日、東京大学阿古智子教授や国際人権NGOヒューマンライツ・ナウ（HRN）と協力し、厚生労

働省記者クラブにて、「ウイグル自治区における強制労働と日系企業の関係性及びその責任」共同記
者会見、報告書発表

テレビ東京等が報道

53 4月10日、神奈川県民センターにて、ウイグル問題を紹介する講演会を開催
54 4月11日、埼玉県三郷市にて、ウイグル問題を紹介する講演会を開催
55 4月12日、議員会館にて、「中国による深刻な人権侵害を非難する国会決議の早期採択を求める」

共同記者会見を実施　（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）
産経新聞等が報道

56 4月13日、4/18放送のNHK　「ニュース 地球まるわかり」番組のための取材対応、資料（動画、写真
等）提供
※日本留学中に親が強制収容され、その親を探し求めて2019年に帰国し、本人も収容され死亡した
ウイグル人女性の件で、複数回NHKの取材対応・資料提供を行った。

NHKが報道

57 4月14日、大阪府立高校132校へ、強制収容所の実態を描いた人気漫画「私の身に起きたこと　とあ
るウイグル人女性の証言」を寄贈

58 4月15日、議員会館にて、立憲民主党を中心とした超党派の野党系議員でつくる「人権外交を推進
する議員連盟」の会合で講演　※東京大学の阿古智子教授と共に

産経新聞等が報道

59 4月15日、衆議院議員松原仁（立憲民主党）先生のYouTubeチャンネルに出演 YouTube配信
60 4月17日、「ウイグルを応援する地方議員の会」と協力し、茅ヶ崎市にて、議員や一般市民向けに、ウイ

グル問題についての証言集会を実施。
タウンニュース等が報道

61 4月17日、東京・四谷にて、市民団体が開催した講演会でウイグル問題を紹介
62 4月18日、東京・文京区にて、市民団体が開催した講演会でウイグル問題を紹介
63 4月21日、東京都江戸川区の斉藤猛区長らと面会し、強制収容所の実態を描いた人気漫画「私の

身に起きたこと　とあるウイグル人女性の証言」110冊を、江戸川区内の各小中学校に寄贈

64 4月21日、産経新聞のインターネット番組「チャンネル正論」に出演 YouTube配信
65 4月21日、産経新聞グループのインターネット番組「サンケイ・ワールド・ビュー」に出演 YouTube配信
66 4月22日、BS-TBS　「報道1930」番組へ資料提供（動画、写真等）、　強制収容所から生還した

証言者Zumret Dawutさんのインタビューを手配
BS-TBSが報道

67 4月23日、「日本ウイグル協会は、イギリス議会のジェノサイド認定を歓迎する」と題する声明を発表

68 4月24日、日本文化チャンネル桜「「ウイグルの声#46」に出演 日本文化チャンネル桜が報道
69 4月25日、長野県長野市にて、中国共産党による弾圧の犠牲者を追悼するデモ行進

（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）
産経新聞等が報道

70 5
月

5月3日、「憲法フォーラム in 埼玉」の集会で、ウイグル問題について講演
71 5月9日、東京・国連大学前にて、中国の人権侵害に抗議するデモ行進

（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）
TBS等が報道

72 5月10日、「ドクターごとうの熱血訪問クリニック」ラジオ番組に出演
73 5月12日、徳島大学の学生たちに、ウイグル問題に関するオンライン講義
74 5月18日、「香港国際連帯キャンペーン in 東京」のオンラインイベントで、ウイグル問題について講演

75 5月19日、国会議事堂前にて、「中国における人権問題を非難する国会決議」の 今国会での成立を
求める集会を開催　（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）

TBS等が報道

76 5月19日、「SakuraSoTV」チャンネルに出演 YouTube配信
77 5月22日、「日本ウイグル協会は、リトアニア議会のジェノサイド認定を歓迎する」と題する声明を発表

78 5月22日、「文藝春秋」の取材対応、静岡大学の楊海英教授と対談
※複数回取材・対談を続け、本を出版予定
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79

5
月

5月26日、日本の各大学で留学経験があり、強制収容政策で行方不明となっている著名ウイグル知
識人の救出を訴える書簡を、出身大学（北海道大学、北海学園大学、東京外国語大学、兵庫教
育大学、成城大学、東京医科大学、東洋学園大学、東京理科大学、北陸先端科学技術大学院大
学）の学長宛に送付

80 5月26日～28日、議員会館前にて、ウイグル問題を訴える街頭活動を開催
81 5月28日、議員会館にて、非難決議の早期成立への働きかけを求め、「日本ウイグル国会議員連盟」

会長や事務局長らと面会
産経新聞等が報道

82 5月30日、日本ウイグル協会の独自番組「ウイグル時事情報＃１」を配信 YouTube配信
83 6

月
6月1日、月刊『正論』に、「日本人も使う中国プロパガンダ」と題する記事を投稿 『正論』2021年7月号に掲載

84 6月1日、「日本会議」の機関紙『日本の息吹』の取材を受け、ウイグルジェノサイドの実態を紹介　※3
回に分けて掲載した連載の最終回

85 6月1日、ビジネス情報誌「alterna」雑誌の取材対応（強制労働問題、脅迫事例等） alternaに掲載
86 6月3日、和歌山県立高校30校に、強制収容所の実態を描いた人気漫画　「私の身に起きたこと ～

とあるウイグル人女性の証言～」を30冊寄贈
87 6月4日、「六四天安門事件」32周年抗議記者会見・デモ行進

（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）
産経新聞等が報道

88 6月5日、TBSテレビの「報道特集」番組に出演　※ウイグル問題を20分以上特集 TBSが報道
89 6月5日、日本ウイグル協会の独自番組「ウイグル時事情報＃２」を配信 YouTube配信
90 6月9日、神奈川県議会議長小島健一先生を表敬訪問し、ウイグル問題を紹介
91 6月9日、議員会館にて、「中国における人権問題を非難する国会決議」の 今国会での成立を求める

記者会見を開催　（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）
夕刊フジ等が報道

92 6月10日、「日本ウイグル協会は、兵庫県議会のウイグル問題に関する意見書採択を歓迎する」と題す
る声明を発表

93 6月14日～20日、茨城県日立市にて、ウイグル問題に関するパネル展を開催
94 6月14日、日本ウイグル協会の独自番組「ウイグル時事情報＃３」を配信 YouTube配信
95 6月16日、「日本ウイグル協会は、G７決議文における中国人権問題への批判を歓迎する」と題する声

明を発表
96 6月17日、「ウイグル等における深刻な人権侵害に対する非難決議の見送りに関する声明」と題する声

明を発表
97 6月17日、DHCテレビの「虎ノ門ニュース」番組に出演

※2週間で128万回再生
DHCテレビ「虎ノ門ニュース」が報道

98 6月19日、茨城県日立市にて、ウイグル問題に関する講演会を開催
99 6月20日、日本ウイグル協会の独自番組「ウイグル時事情報＃４」を配信 YouTube配信
100 6月22日、国際協力NGOセンター（JANIC）のオンラインイベントで、ウイグル問題について講演

101 6月22日、ウイグル問題で日本政府に調査と対策を求める意見書を採択した地方議会（那覇市議
会、兵庫県議会、東京都中野区議会、行橋市議会）に感謝状送付

102 6月25日、中学生や高校生向けの新聞『読売中高生新聞』の取材対応 読売中高生新聞が報道
103 6月26日、東京・文京区にて、日本ウイグル協会2021年度総会を開催
104 6月27日、在日ウイグル人のパスポート更新問題について、「産経新聞」に取材協力 産経新聞が報道
105 6月27日、「読売新聞」のインタビューを受け、ウイグル問題を紹介 読売新聞が報道
106 6月28日、公明党の全ての国会議員（5７名）に、強制収容所の実態を描いた人気漫画　「私の身

に起きたこと ～とあるウイグル人女性の証言～」　と、非難決議への賛同を求める要望書を送付
産経新聞等が報道

107 6月29日、日本ウイグル協会の独自番組「ウイグル時事情報＃５」を配信 YouTube配信
108 7

月
7月1日、日本人の作家と連携し、独裁主義を批判する曲「Over The Wall」音楽ビデオの作成に協
力

109 7月1日、中国共産党結党100年　全ての犠牲者を追悼する集会・デモ行進
（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）

110 7月4日、東京・新宿にて、７・５ウルムチ虐殺事件の１２周年を記念する追悼・抗議デモを開催

111 7月5日、関東弁護士会連合会のオンラインイベントで、ウイグル問題について講演
112 7月5日、「ウルムチ事件12周年に際しての日本ウイグル協会からの声明」を発表
113 7月5日、日本ウイグル協会の独自番組「ウイグル時事情報＃６」を配信 YouTube配信
114 7月6日、ウイグル問題で日本政府に調査と対策を求める意見書を採択した地方議会（千葉市議会

、埼玉県議会、北九州市議会、富士見市議会、白井市議会）に感謝状送付
115 7月6日、三重県議会議員津田賢児先生に、強制収容所の実態を描いた人気漫画　「私の身に起き

たこと ～とあるウイグル人女性の証言～」5冊　と、意見書採択を求める要望書を送付

116 7月9日、村山祥栄の京都チャンネルに出演し、ウイグル問題を紹介 YouTube配信
117 7月10日、読売テレビ「増田のニュースドライブ」番組に出演 読売テレビが報道
118 7月11日、ウイグルを応援する全国地方議員の会と共催で、ウイグル問題に関するオンラン証言集会を

開催

119

7
月

7月15日、CRT日本委員会が開催する企業向け人権とビジネスに関するプログラム「ステークホルダー・
エンゲージメントプログラム」に参加し、ウイグル問題について講演
※30以上の日本企業から約70名（各企業で人権とビジネスを担当する担当者）が参加

120 7月16日、グローバルなビジネスメディア「DIAMOND Online」雑誌に、「中国・ウイグル人『強制労働』　
疑いの日本企業14社は何と回答したか」と題する記事を寄稿

DIAMOND Onlineに掲載

121 7月23日、中国大使館前にて、北京オリンピック開催200日前にあわせて、抗議のデモ行進
（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）

122 7月23日、Human Rights Network for Tibet and Taiwanのオンライン会議でウイグル問題を
紹介

123 7月24日、BSテレビ東京の「ニュースプラス９サタデー」番組に資料（写真・映像等）を提供　※当協
会が提供した資料が多数報道された

BSテレビ東京が報道

124 7月26日、神奈川県内の6の高校と二つの図書館に、強制収容所の実態を描いた人気漫画　「私の
身に起きたこと ～とあるウイグル人女性の証言～」　と　「命かけの証言」　を16冊寄贈寄贈

125 7月27日、大阪市にて、アパグループの勝兵塾関西支部で、ウイグル問題について講演
※日本ウイグル国会議員連盟の事務局長長尾たかし先生も登壇

126 7月27日、日本ウイグル協会の独自番組「ウイグル時事情報＃７」を配信 YouTube配信
127 7月28日、トルコからヨーロッパへ向かう途中で、モロッコの空港で拘束され、中国へ強制送還の危機に

直面したウイグル人イドリス・ハサン氏を中国へ強制送還しないよう求める書簡を、駐日モロッコ王国大
使に送付

128 7月29日、NHKの取材を受け、在日ウイグル人の被害状況を紹介 NHK WEB特集に掲載
129 7月31日、東京・江東区にて、市民団体が開催した集会で、ウイグル問題を紹介
130 長

期
街
頭
活
動

2月13日～2月23日、新三郷駅（埼玉県三郷市）で街頭活動
131 2月24日～3月2日、西船橋駅（千葉県船橋市）で街頭活動
132 3月3日～3月11日、和光市駅（埼玉県和光市）で街頭活動 産経新聞が報道
133 3月12日～3月18日、新松戸駅（千葉県松戸市）で街頭活動
134 3月19日～3月26日、渋谷駅（東京都渋谷区）で街頭活動 産経新聞が報道
135 3月6日、水戸駅（茨城県水戸市）で街頭活動
136 3月6日、取手駅（茨城県取手市）で街頭活動
137 3月6日、守谷駅（茨城県守谷市）で街頭活動
138 3月13日、宇都宮駅（栃木県宇都宮市）で街頭活動
139 3月13日、小山駅（栃木県小山市）で街頭活動
140 3月20日、高崎駅（群馬県高崎市）で街頭活動
141 3月20日、前橋駅（群馬県前橋市）で街頭活動
142 3月27日、横浜駅（神奈川県横浜市）で街頭活動
143 3月27日、桜木町駅（神奈川県横浜市）で街頭活動 神奈川新聞が報道
144 4月3日、熊谷駅（埼玉県熊谷市）で街頭活動
145 4月10日、福島駅（福島県福島市）で街頭活動
146 4月10日、郡山駅（福島県郡山市）で街頭活動
147 4月10日、王子駅（東京都北区）で街頭活動
148 4月10日、町田駅（東京都町田市）で街頭活動
149 4月17日、大宮駅（埼玉県さいたま市）で街頭活動
150 4月24日、市川駅（千葉県市川市）で街頭活動
151 5月1日、浦和駅（埼玉県さいたま市）で街頭活動
152 5月22日、仙台駅（宮城県仙台市）で街頭活動
153 5月29日、甲府駅（山梨県甲府市）で街頭活動
154 6月5日、藤枝駅（静岡県藤枝市）で街頭活動
155 6月5日、新静岡駅（静岡県静岡市）で街頭活動
156 6月12日、新潟駅（新潟県新潟市）で街頭活動
157 6月19日、北千住駅（東京都足立区）で街頭活動
158 6月26日、長野駅（長野県長野市）で街頭活動
159 7月10日、大阪難波駅（大阪府大阪市）で街頭活動

※「ウイグルを応援する全国地方議員の会」と共催
河内新聞が報道

160 7月10日、神戸三宮駅（兵庫県神戸市）で街頭活動
※「ウイグルを応援する全国地方議員の会」と共催

SUN TV等が報道

161 7月11日、近鉄奈良駅（奈良県奈良市）で街頭活動
※「ウイグルを応援する全国地方議員の会」と共催

河内新聞が報道

162 7月11日、京都駅（京都府京都市）で街頭活動
※「ウイグルを応援する全国地方議員の会」と共催

河内新聞が報道

163 そ
の
他

ウイグルジェノサイドで中国に責任を負わせる新たな試みとしてロンドンに設置された民衆法廷「ウイグル
特別法廷」のための募金活動を行い、送金

164 強制収容所の生還者（世界各国で証言を行っているウイグル人やカザフ人の生還者）のために、在日
ウイグル人コミュニティから募金し、送金
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79

5
月

5月26日、日本の各大学で留学経験があり、強制収容政策で行方不明となっている著名ウイグル知
識人の救出を訴える書簡を、出身大学（北海道大学、北海学園大学、東京外国語大学、兵庫教
育大学、成城大学、東京医科大学、東洋学園大学、東京理科大学、北陸先端科学技術大学院大
学）の学長宛に送付

80 5月26日～28日、議員会館前にて、ウイグル問題を訴える街頭活動を開催
81 5月28日、議員会館にて、非難決議の早期成立への働きかけを求め、「日本ウイグル国会議員連盟」

会長や事務局長らと面会
産経新聞等が報道

82 5月30日、日本ウイグル協会の独自番組「ウイグル時事情報＃１」を配信 YouTube配信
83 6

月
6月1日、月刊『正論』に、「日本人も使う中国プロパガンダ」と題する記事を投稿 『正論』2021年7月号に掲載

84 6月1日、「日本会議」の機関紙『日本の息吹』の取材を受け、ウイグルジェノサイドの実態を紹介　※3
回に分けて掲載した連載の最終回

85 6月1日、ビジネス情報誌「alterna」雑誌の取材対応（強制労働問題、脅迫事例等） alternaに掲載
86 6月3日、和歌山県立高校30校に、強制収容所の実態を描いた人気漫画　「私の身に起きたこと ～

とあるウイグル人女性の証言～」を30冊寄贈
87 6月4日、「六四天安門事件」32周年抗議記者会見・デモ行進

（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）
産経新聞等が報道

88 6月5日、TBSテレビの「報道特集」番組に出演　※ウイグル問題を20分以上特集 TBSが報道
89 6月5日、日本ウイグル協会の独自番組「ウイグル時事情報＃２」を配信 YouTube配信
90 6月9日、神奈川県議会議長小島健一先生を表敬訪問し、ウイグル問題を紹介
91 6月9日、議員会館にて、「中国における人権問題を非難する国会決議」の 今国会での成立を求める

記者会見を開催　（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）
夕刊フジ等が報道

92 6月10日、「日本ウイグル協会は、兵庫県議会のウイグル問題に関する意見書採択を歓迎する」と題す
る声明を発表

93 6月14日～20日、茨城県日立市にて、ウイグル問題に関するパネル展を開催
94 6月14日、日本ウイグル協会の独自番組「ウイグル時事情報＃３」を配信 YouTube配信
95 6月16日、「日本ウイグル協会は、G７決議文における中国人権問題への批判を歓迎する」と題する声

明を発表
96 6月17日、「ウイグル等における深刻な人権侵害に対する非難決議の見送りに関する声明」と題する声

明を発表
97 6月17日、DHCテレビの「虎ノ門ニュース」番組に出演

※2週間で128万回再生
DHCテレビ「虎ノ門ニュース」が報道

98 6月19日、茨城県日立市にて、ウイグル問題に関する講演会を開催
99 6月20日、日本ウイグル協会の独自番組「ウイグル時事情報＃４」を配信 YouTube配信
100 6月22日、国際協力NGOセンター（JANIC）のオンラインイベントで、ウイグル問題について講演

101 6月22日、ウイグル問題で日本政府に調査と対策を求める意見書を採択した地方議会（那覇市議
会、兵庫県議会、東京都中野区議会、行橋市議会）に感謝状送付

102 6月25日、中学生や高校生向けの新聞『読売中高生新聞』の取材対応 読売中高生新聞が報道
103 6月26日、東京・文京区にて、日本ウイグル協会2021年度総会を開催
104 6月27日、在日ウイグル人のパスポート更新問題について、「産経新聞」に取材協力 産経新聞が報道
105 6月27日、「読売新聞」のインタビューを受け、ウイグル問題を紹介 読売新聞が報道
106 6月28日、公明党の全ての国会議員（5７名）に、強制収容所の実態を描いた人気漫画　「私の身

に起きたこと ～とあるウイグル人女性の証言～」　と、非難決議への賛同を求める要望書を送付
産経新聞等が報道

107 6月29日、日本ウイグル協会の独自番組「ウイグル時事情報＃５」を配信 YouTube配信
108 7

月
7月1日、日本人の作家と連携し、独裁主義を批判する曲「Over The Wall」音楽ビデオの作成に協
力

109 7月1日、中国共産党結党100年　全ての犠牲者を追悼する集会・デモ行進
（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）

110 7月4日、東京・新宿にて、７・５ウルムチ虐殺事件の１２周年を記念する追悼・抗議デモを開催

111 7月5日、関東弁護士会連合会のオンラインイベントで、ウイグル問題について講演
112 7月5日、「ウルムチ事件12周年に際しての日本ウイグル協会からの声明」を発表
113 7月5日、日本ウイグル協会の独自番組「ウイグル時事情報＃６」を配信 YouTube配信
114 7月6日、ウイグル問題で日本政府に調査と対策を求める意見書を採択した地方議会（千葉市議会

、埼玉県議会、北九州市議会、富士見市議会、白井市議会）に感謝状送付
115 7月6日、三重県議会議員津田賢児先生に、強制収容所の実態を描いた人気漫画　「私の身に起き

たこと ～とあるウイグル人女性の証言～」5冊　と、意見書採択を求める要望書を送付

116 7月9日、村山祥栄の京都チャンネルに出演し、ウイグル問題を紹介 YouTube配信
117 7月10日、読売テレビ「増田のニュースドライブ」番組に出演 読売テレビが報道
118 7月11日、ウイグルを応援する全国地方議員の会と共催で、ウイグル問題に関するオンラン証言集会を

開催

119

7
月

7月15日、CRT日本委員会が開催する企業向け人権とビジネスに関するプログラム「ステークホルダー・
エンゲージメントプログラム」に参加し、ウイグル問題について講演
※30以上の日本企業から約70名（各企業で人権とビジネスを担当する担当者）が参加

120 7月16日、グローバルなビジネスメディア「DIAMOND Online」雑誌に、「中国・ウイグル人『強制労働』　
疑いの日本企業14社は何と回答したか」と題する記事を寄稿

DIAMOND Onlineに掲載

121 7月23日、中国大使館前にて、北京オリンピック開催200日前にあわせて、抗議のデモ行進
（チベット、モンゴル、香港諸団体と共に）

122 7月23日、Human Rights Network for Tibet and Taiwanのオンライン会議でウイグル問題を
紹介

123 7月24日、BSテレビ東京の「ニュースプラス９サタデー」番組に資料（写真・映像等）を提供　※当協
会が提供した資料が多数報道された

BSテレビ東京が報道

124 7月26日、神奈川県内の6の高校と二つの図書館に、強制収容所の実態を描いた人気漫画　「私の
身に起きたこと ～とあるウイグル人女性の証言～」　と　「命かけの証言」　を16冊寄贈寄贈

125 7月27日、大阪市にて、アパグループの勝兵塾関西支部で、ウイグル問題について講演
※日本ウイグル国会議員連盟の事務局長長尾たかし先生も登壇

126 7月27日、日本ウイグル協会の独自番組「ウイグル時事情報＃７」を配信 YouTube配信
127 7月28日、トルコからヨーロッパへ向かう途中で、モロッコの空港で拘束され、中国へ強制送還の危機に

直面したウイグル人イドリス・ハサン氏を中国へ強制送還しないよう求める書簡を、駐日モロッコ王国大
使に送付

128 7月29日、NHKの取材を受け、在日ウイグル人の被害状況を紹介 NHK WEB特集に掲載
129 7月31日、東京・江東区にて、市民団体が開催した集会で、ウイグル問題を紹介
130 長

期
街
頭
活
動

2月13日～2月23日、新三郷駅（埼玉県三郷市）で街頭活動
131 2月24日～3月2日、西船橋駅（千葉県船橋市）で街頭活動
132 3月3日～3月11日、和光市駅（埼玉県和光市）で街頭活動 産経新聞が報道
133 3月12日～3月18日、新松戸駅（千葉県松戸市）で街頭活動
134 3月19日～3月26日、渋谷駅（東京都渋谷区）で街頭活動 産経新聞が報道
135 3月6日、水戸駅（茨城県水戸市）で街頭活動
136 3月6日、取手駅（茨城県取手市）で街頭活動
137 3月6日、守谷駅（茨城県守谷市）で街頭活動
138 3月13日、宇都宮駅（栃木県宇都宮市）で街頭活動
139 3月13日、小山駅（栃木県小山市）で街頭活動
140 3月20日、高崎駅（群馬県高崎市）で街頭活動
141 3月20日、前橋駅（群馬県前橋市）で街頭活動
142 3月27日、横浜駅（神奈川県横浜市）で街頭活動
143 3月27日、桜木町駅（神奈川県横浜市）で街頭活動 神奈川新聞が報道
144 4月3日、熊谷駅（埼玉県熊谷市）で街頭活動
145 4月10日、福島駅（福島県福島市）で街頭活動
146 4月10日、郡山駅（福島県郡山市）で街頭活動
147 4月10日、王子駅（東京都北区）で街頭活動
148 4月10日、町田駅（東京都町田市）で街頭活動
149 4月17日、大宮駅（埼玉県さいたま市）で街頭活動
150 4月24日、市川駅（千葉県市川市）で街頭活動
151 5月1日、浦和駅（埼玉県さいたま市）で街頭活動
152 5月22日、仙台駅（宮城県仙台市）で街頭活動
153 5月29日、甲府駅（山梨県甲府市）で街頭活動
154 6月5日、藤枝駅（静岡県藤枝市）で街頭活動
155 6月5日、新静岡駅（静岡県静岡市）で街頭活動
156 6月12日、新潟駅（新潟県新潟市）で街頭活動
157 6月19日、北千住駅（東京都足立区）で街頭活動
158 6月26日、長野駅（長野県長野市）で街頭活動
159 7月10日、大阪難波駅（大阪府大阪市）で街頭活動

※「ウイグルを応援する全国地方議員の会」と共催
河内新聞が報道

160 7月10日、神戸三宮駅（兵庫県神戸市）で街頭活動
※「ウイグルを応援する全国地方議員の会」と共催

SUN TV等が報道

161 7月11日、近鉄奈良駅（奈良県奈良市）で街頭活動
※「ウイグルを応援する全国地方議員の会」と共催

河内新聞が報道

162 7月11日、京都駅（京都府京都市）で街頭活動
※「ウイグルを応援する全国地方議員の会」と共催

河内新聞が報道

163 そ
の
他

ウイグルジェノサイドで中国に責任を負わせる新たな試みとしてロンドンに設置された民衆法廷「ウイグル
特別法廷」のための募金活動を行い、送金

164 強制収容所の生還者（世界各国で証言を行っているウイグル人やカザフ人の生還者）のために、在日
ウイグル人コミュニティから募金し、送金



10 日本ウイグル協会会報 25 号

■国会議員向け講演
日本ウイグル協会は、ウイグルの現状を国会議員に広く知らせ
るために、与野党を問わず各政党の会合に積極的に参加し、講
演を行いました。主なものは以下の通りです。

・2 月 9 日、議員会館にて、JPAC（対中政策に関する国会

議員連盟）総会で講演。

・2 月 10 日、議員会館にて、日本ウイグル国会議員連盟総会

で講演。

・3 月 2 日、議員会館にて、国民民主党「人権外交と経済安全

保障に関する研究会」の会合で講演。

・3 月 25 日、自民党本部にて、自民党外交部会「人権外交プ

ロジェクトチーム」の会合で講演。

・4 月 6 日、議員会館にて、「人権外交を超党派で考える議員

連盟」総会で講演。

・4 月 15 日、議員会館にて、立憲民主党を中心とした超党派

の野党系議員でつくる「人権外交を推進する議員連盟」の会合

で講演。

これらの講演には、各政党から数百名の国会議員が参加しまし

た。産経新聞、NHK、朝日新聞等多くのメデイアで報道され

たほか、国会議員の SNS 等でも拡散され、国会におけるウイ

グル問題をめぐる世論がこれまでにないほど高まりました。

■非難決議の早期成立を求める活動
ウイグル等における深刻な人権侵害に対する非難決議の早期成

立を求め、以下のような活動を行いました。

・3 月 30 日、声明文を発表（チベット、モンゴル等諸団体と

共に）

・4 月 12 日、議員会館にて、記者会見（チベット、モンゴル

等諸団体と共に）

・5 月 19 日、国会議事堂前にて、緊急集会（チベット、モン

ゴル等諸団体と共に）

・5 月 26 日～ 28 日、議員会館前にて、三日連続の街頭活動

・5 月 28 日、議員会館にて、「日本ウイグル国会議員連盟」

会長や事務局長らと面会

・6 月 9 日、議員会館にて、記者会見（チベット、モンゴル等

諸団体と共に）

・6 月 17 日、「ウイグル等における深刻な人権侵害に対する

非難決議の見送りに関する声明」を発表

これらの活動は、産経新聞、TBS、夕刊フジ、虎ノ門ニュース

等多くのメデイアで報道されました。

■公明党へ要望書提出
6 月 28 日、公明党の全ての国会議員（５７名）に、生還者の

体験を基に強制収容所の実態を描いて大反響を呼んだ本「私の

身に起きたこと　とあるウイグル人女性の証言」と、非難決議

への賛同を求める要望書を送付しました。

以下、その要望書より抜粋します。

国際社会は、「ウイグルで何が起こっているのか」を議論する

段階から既に「ウイグルで起こっている悪夢を終わらせるため

の具体策は何か」という段階に移っています。ウイグルで起こっ

ている悪夢を終わらせるために、世界各国の政府・議会が相次

いでこれを国際法上犯罪となるジェノサイドと認定し、責任を

負わせる取り組みを進めています。

多くの日本国民の道徳観や価値観に反する形で日本が黙認を続

けている間にも、ウイグルの人々の命が奪われ、民族を力で滅

ぼす人道危機が進行しています。ナチスやスターリンの悲劇を

体験した国際社会の一員として、目の前で起こっている人道犯

罪に毅然と抗議し、それを阻止すべく世界の模範となる行動を

とる日本国になって欲しいと切に願います。どうか公明党の皆

様も、利害関係や政治的思惑以前に、人間として許してはいけ

ない問題だとの認識を持ち、非難決議に賛成して頂けますよう

お願い申し上げます。

国会向け活動
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■講演会
日本ウイグル協会は、「ウイグルを応援する地方議員の会」と

協力し、茅ヶ崎市で証言集会を開催したほか、横浜市でオンラ

ン証言集会を開催しました。

また、自民党枚方支部と協力し、枚方市で証言集会を開催

し、自民党三重県連と協力し、三重県で証言集会を開催しまし

た。

これらの証言集会には、一般市民の他にも多くの地方議員が参

加しました。証言集会の様子は、産経新聞、タウンニュース等

のメデイアが報道しました。

■街頭活動
日本ウイグル協会は、「ウイグルを応援する地方議員の会」と

協力し、関西で 4 回（7 月 10 日に大阪難波駅と神戸三宮駅、7

月 11 日に近鉄奈良駅と京都駅で）街頭活動を行いました。

これらの街頭活動には、多くの地方議員が参加し、力強く発信

して下さいました。改めて心より感謝申し上げます。

街頭活動の様子は、河内新聞、SUN TV 等のメデイアが大き

く報道しました。

■意見書採択の地方議会へ感謝状送付
日本ウイグル協会は、証言集会や街頭活動等を活用し、「ウイ

グルを応援する地方議員の会」とも協力しながら、地方議会に

行動（各自治体に住む在日ウイグル人の保護や国に対する意見

書採択等）を求めてきました。

ウイグル問題で日本政府に調査と対策を求める意見書を採択し

た地方議会が増え続けています。2021 年以降、私たちが把握

しているだけでも、兵庫県議会、埼玉県議会、山梨県議会、中

野区議会、町田市議会、那覇市議会、浦添市議会、北九州市議

会、行橋市議会、千葉市議会、白井市議会、富士見市議会、和

泉市議会等が意見書を採択しています。

日本ウイグル協会は、これらの地方議会の議長宛に感謝状を送

付しています。

日本ウイグル協会は、「ウイグルを応援する地方議員の会」と

協力し、更に多くの地方議会が意見書採択し、ウイグル問題で

地方から国を動かす取り組みが広がるよう働きかけを続けてい

く予定です。

地方議会向け活動
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■行方不明のウイグル知識人の救出を訴え
る活動
2017 年以降の大規模強制収容所政策により、ウイグルの独自

文化の継承の立役者であった著名な知識人が大勢収容され、行

方不明となっています。その中には、日本とゆかりのある著名

な知識人も多数含まれています。

日本ウイグル協会は 2021 年 3 月 26 日、行方不明のウイグル人

知識人の件に特化したウェビナーを、東京大学阿古智子研究室

や国際人権 NGO ヒューマンライツ・ナウ（HRN）共催で開催

しました。ウェビナーでは、収容中の著名なウイグル人知識

人の家族 2 名、阿古智子氏（東大大学院教授）、平野聡氏（東

大大学院教授）、伊藤和子氏（HRN 事務局長）、Dr. Graham 

White 氏（東京大学特任研究員、世界の学者たちで作るウイ

グル人知識人らの救出活動プロジェクト「Uyghur Solidarity」

の責任者）らが登壇し、講演を行いました。ウェビナーの様子

は NHK 等で報道されました。

また、強制収容・行方不明のウイグル人知識人のうち、日本留

学経験者の救出を訴える書簡を日本の文部大臣と外務大臣、出

身大学（北海道大学、北海学園大学、東京外国語大学、兵庫教

育大学、成城大学、東京医科大学、東洋学園大学、東京理科大

学、北陸先端科学技術大学院大学）の学長へ送付し、釈放を求

める書簡を駐日中国大使へ送付しました。

■世界中の学者向け署名活動
日本ウイグル協会は、東京大学の研究者 Dr. Graham White 氏

らと協力し、行方不明のウイグル知識人の救出活動を行うプロ

ジェクト「Uyghur Solidarity」を立ち上げ、世界中の学者向

けの署名活動を行っています。この署名活動には、世界各国の

学者 350 名以上が署名済みで、詳細は以下のサイトで確認でき

ます。今後、署名活動の継続と、署名した学者らのネットワー

クを活用したシンポジウム等を展開し、学術界から抗議の声が

あがる世論形成に力を入れていく予定です。

https://scholars-against-uyghur-genocide.org/

■学校や図書館へ絵本の寄贈
日本人支援者のご協力により、生還者の体験を基に強制収容所

の実態を描いて大反響を呼んだ本「私の身に起きたこと　とあ

るウイグル人女性の証言」（清水ともみ著）を、日本ウイグル

協会から大阪府立高校 132 校、東京都江戸川区の全小中学校

102 校、和歌山県立高校 30 校、神奈川県内の高校 6 校、埼玉

県や神奈川県内の複数の図書館等へ寄贈しました。

■オンライン講演やメデイア活動
日本ウイグル協会は、大学生向けオンライン講演を行ったほ

か、中学生や高校生向けの新聞『読売中高生新聞』に取材協力・

資料提供を行い、ウイグル問題特別記事が『読売中高生新聞』

2021 年 6 月 25 日版（第 345 号）に掲載されました。

学術界向け活動
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■テレビ出演
テレビ朝日「ワイドスクランブル」番組、TBS「報道特集」番

組、読売テレビ「増田のニュースドライブ」番組、DHC テレ

ビ「ニュース女子」番組、DHC テレビ「虎ノ門ニュース」番組、

AbemaTV「カンニング竹山の土曜 TheNIGHT」番組等に複

数回出演しウイグル問題を発信しました。

■テレビ取材協力 ・資料提供
NHK「国際報道 2021」、NHK「ニュース 地球まるわかり」番組、

TBS「サンデーモーニング」番組、BS-TBS「報道 1930」番組、

BS 日テレ「深層 NEWS」番組、BS テレビ東京の「ニュース

プラス９サタデー」番組等へ資料（動画、写真等）提供や取材

協力を行いました。日本ウイグル協会提供の資料が各番組で取

り上げられました。また、AbemaTV や TBS 等に、強制収容

所の生還者のインタビュー手配も行い、報道が実現しました。

■ネット配信出演、 独自配信、 ラジオ出演
等
国会議員のYouTubeチャンネル、産経新聞グループのインター

ネット番組「チャンネル正論」や「サンケイ・ワールド・ビュー」、

日本文化チャンネル桜等に複数回出演しウイグル問題を発信し

たほか、ＴＢＳラジオ等のラジオ番組にも出演しウイグル問題

を発信しました。また、日本ウイグル協会の独自番組「ウイグ

ル時事情報」の制作・配信も始めました。

■新聞、 雑誌取材対応
産経新聞、読売新聞、時事通信、週刊新潮、「日本会議」の機

関紙「日本の息吹」、ビジネス情報誌「alterna」等複数の新聞

や雑誌の取材対応し、ウイグル問題を発信しました。

■雑誌寄稿
取材対応だけではなく、直接雑誌に記事を寄稿し、ウイグル問

題を発信しました。主なものは以下の通りです。

・月刊「正論」2021 年 4 月号に、「ウイグル人弾圧で対応鈍

い日本」と題する記事を寄稿。

・月刊「正論」2021 年 5 月号に、「ウイグル人強制労働 日

本企業の対応を問う」と題する記事を寄稿。

・月刊「正論」2021 年 7 月号に、「日本人も使う中国プロパ

ガンダ」と題する記事を投稿。

・グローバルなビジネスメディア「DIAMOND Online」雑誌に、

「中国・ウイグル人『強制労働』　疑いの日本企業 14 社は何と

回答したか」と題する記事を寄稿。

■強制労働問題で報告書発表 ・記者会見
4 月 8 日、東京大学阿古智子教授や国際人権 NGO ヒューマン

ライツ・ナウ（HRN）と協力し、厚生労働省記者クラブにて、「ウ

イグル自治区における強制労働と日系企業の関係性及びその責

任」共同記者会見・報告書発表を行いました。多数のテレビや

新聞が報道しました。

■声明発表
日本ウイグル協会は、1 月～ 7 月に 10 回以上声明発表を行い、

ウイグル問題をめぐる様々な出来事に適時反応し、ウイグル人

側の主張を展開してきました。

メディア活動
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■記者会見
チベット、モンゴル等諸団体と協力し、外国人記者クラブや議

員会館等複数回記者会見を行いました。主なものは以下の通り

です。

・2 月 4 日、外国人記者クラブにて、人権弾圧下の北京でオリ

ンピックを開催することに抗議する共同記者会見

・2 月 4 日、ＴＫＰ銀座ビジネスセンターにて、人権弾圧下

の北京でオリンピックを開催することに抗議する共同記者会

見

・4 月 12 日、議員会館にて、ウイグル等における人権侵害を

非難する国会決議の早期採択を求める共同記者会見

・6 月 9 日、議員会館にて、ウイグル等における人権侵害を非

難する国会決議早期成立を求める共同記者会見

記者会見の様子は、ロイター、共同通信、産経新聞、夕刊フジ

等多くのメディアで報道されました。（英語及び日本語）

■集会、 デモ行進等
チベット、モンゴル等諸団体と協力し、中国の人権弾圧に抗議

するデモ行進、声明発表、集会等を複数回実施しました。主な

ものは以下の通りです。

・2 月 5 日、中国大使館前にて、グルジャ事件 24 周年を記念

するデモ行進

・3 月 7 日、国連大学前にて、国際女性デーに合わせ、中共に

よる女性の人権弾圧に抗議するデモ行進と声明発表

・3 月 30 日、ウイグル等における人権侵害を非難する国会決

議の早期成立を求める声明発表

・5 月 9 日、国連大学前にて、中国の人権侵害に抗議するデモ

行進

・5 月 19 日、国会議事堂前にて、ウイグル等における人権侵

害を非難する国会決議の早期成立を求める緊急集会

・7 月 4 日、東京・新宿にて、ウルムチ虐殺事件の 12 周年を

記念するデモ行進

また、中国共産党による弾圧の犠牲者を追悼するデモ行進（長

野県）、中国共産党結党 100 年　全ての犠牲者を追悼するデモ

行進（東京）、天安門事件 32 周年記念デモ行進（東京）、北京

オリンピック開催 200 日前にあわせての抗議のデモ行進（中国

大使館前）等も諸団体の協力で実施されました。

これらの活動は、産経新聞、TBS 等のメディアで報道されま

した。

チベット、モンゴル等諸団体との連携
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■パネル展
ウイグル問題に関するパネル展を、4 月に神奈川県横浜市で 1

週間、6 月に茨城県日立市で 1 週間開催しました。パネル展に

は、多くの一般市民の他にも地方議員の先生方も複数参加され

ました。神奈川新聞等がその様子を報道しました。

■講演会
神奈川県横浜市、埼玉県三郷市、茨城県日立市でウイグル問題

に関する講演会を開催しました。そして、グルジャ事件 24 周

年のウェビナー等オンラインイベントも開催しました。

また、各市民団体が開催したイベントでウイグル問題に関する

講演を積極的に（3 月に 2 回、4 月に 2 回、5 月に 2 回、6 月に 1 回、

7 月に 4 回）行いました。特に、多数の国際協力 NGO を会員

とする日本有数のネットワーク NGO「国際協力 NGO センター

（JANIC）」、関東弁護士会連合会、ビジネスリーダーのグロー

バルネットワーク CRT 日本委員、アパグループ勝兵塾関西支

部等で講演することで、ウイグル問題を市民社会組織・法律業

界・企業・経済界等幅広い分野へ発信し、事態改善に向けての

協力・支援をお願いしました。

■ウイグル特別法廷や強制収容所の生還者
への支援活動
中国がウイグル人らに対して行っている人道犯罪を国連主導の

国際社会が設置した法廷に持ち込み、裁くことは現実的に不可

能な状況にあります（中国が拒否権を行使するため）。そこで、

中国に責任を負わせる新たな試みとして、独立した民衆法廷に

訴えることが必要となり、英国のロンドンで「ウイグル特別法

廷」が設立されました。ウイグル特別法廷を率いるのは、著名

な人権弁護士ジェフリー・ナイス氏（国連・旧ユーゴスラビア

国際戦犯法廷等数多くの事例に取り組んだことがある）をはじ

めとする 7 人以上の専門家からなるチームとなっています。

日本ウイグル協会は、ウイグル特別法廷のための募金活動を行

い、会員及び支援者の皆様から集まった募金をウイグル特別法

廷へ送金しました。募金活動にご協力頂いた皆様には、心より

感謝申し上げます。

また、強制収容所の生還者（世界各国で証言を行っているウイ

グル人やカザフ人の生還者）のために、在日ウイグル人コミュ

ニティから募金し、送金しました。

パネル展、講演会等



16 日本ウイグル協会会報 25 号

ウイグルジェノサイドの実態を日本全国へ広く知らせるため

に、日本ウイグル協会は、2021 年 2 月から長期街頭活動を開

始しました。

長期街頭活動は、2021 年 2 月～ 7 月にかけて、東京都（渋谷

駅、王子駅、北千住駅、町田駅）、埼玉県（新三郷駅、和光市駅、

熊谷駅、大宮駅、浦和駅）、千葉県（西船橋駅、新松戸駅、市

川駅）、神奈川県（横浜駅、桜木町駅）、茨城県（水戸駅、取手駅、

守谷駅）、栃木県（宇都宮駅、小山駅）、群馬県（高崎駅、前橋駅）、

新潟県（新潟駅）、福島県（福島駅、郡山駅）、宮城県（仙台駅）、

山梨県（甲府駅）、静岡県（新静岡駅、藤枝駅）、長野県（長野駅）、

京都府（京都駅）、大阪府（大阪難波駅）、奈良県（近鉄奈良駅）、

兵庫県（神戸三宮駅）等 17 の都道府県で計 70 回実施され、ウ

イグルジェノサイドの実態を訴える 5 万枚以上のチラシ配布を

行いました。

長期街頭活動には、在日ウイグル人や日本人支援者の他にも、

地方議員や国会議員らも多数駆けつけてくださり、応援のメッ

セージを頂きました。心より感謝申し上げます。

長期街頭活動は、産経新聞、神奈川新聞、河内新聞、虎ノ門ニュー

ス、SUN TV 等のメデイアで報道されたほか、SNS 等でも拡

散され、日本ウイグル協会の活動及びウイグルを応援する世論

形成の輪も広がり、支援も増えました。

日本ウイグル協会は、この長期街頭活動を今後も継続し、講演

会・証言集会・パネル展等と組み合わせる形で日本全国へ展開

してく予定です。皆様のご協力をお願い申し上げます。

街頭活動



〒112-0004 東京都文京区
後楽2-3-8 第六松屋ビル 401号室

Tel：03-5615-9597
Mail：info@uyghur-j.org

https://uyghur-j.org

「ジェノサイド」及び「人道に対する罪」に認定されたウイグルの現状について

ウイグル問題をめぐる各国政府・議会の動き（2021 年 1月以降）
2021年 1月 19日 アメリカ政府、「ジェノサイド」及び「人道に対する罪」に認定

2月 22日 カナダ議会、「ジェノサイド」に認定
2月 26日 オランダ議会、「ジェノサイド」に認定
3月 22日 アメリカ、カナダ、イギリス、欧州連合(EU)がウイグル問題で一斉に制裁を発表
4月 22日 イギリス議会、「ジェノサイド」に認定
5月 5日 ニュージーランド議会、「深刻な人権侵害」と非難する決議を採択
5月 20日 リトアニア議会、「ジェノサイド」に認定
5月 26日 イタリア議会、「深刻な人権侵害」と非難する決議を採択
6月 10日 チェコ議会、「ジェノサイド」及び「人道に対する罪」に認定
6月 25日 ドイツ議会人権委員会、「人道に対する罪」に認定
7月 8日 ベルギー議会、「ジェノサイドの深刻な危機」と「人道に対する罪」と非難する決議を採択
7月 12日 米国務省、大量虐殺等の防止に関する議会向け報告書で「ジェノサイド」と明記
7月 14日 米上院、「ウイグル強制労働防止法」を全会一致で可決

今年に入ってから、ウイグルで起こっている悪夢を終わらせるために、世界各国の政府・議会がこれを国際法上犯罪とな
るジェノサイドと認定し、責任を負わせる取り組みを始めています。政界だけではなく、世界的に知られる人権団体、国際
法の専門家、シンクタンクなども相次いで独自の調査報告書を発表。人権、戦争犯罪、国際法の専門家５０人以上
が共同で執筆し 2021年 3月に発表した報告書i、国際人権団体ヒューマン・ライツ・ウォッチが 2021年 4月に発表し
た報告書ii、国際人権団体アムネスティ・インターナショナルが2021年6月に発表した報告書iiiなどは、独自の調査を基
に、多くの証拠を精査した上で、中国政府がウイグル人らに対してジェノサイドや人道に対する罪を犯し続けていると結論
付け、国際社会に行動を求めています。
ジェノサイド条約（中国も締約国）では、国民的、人種的、民族的、宗教的な集団の構成員に以下のような行為を
加えることをジェノサイドと定義しています。（１）殺す、（２）重大な肉体的または精神的危害を加える、（３）集
団の物理的な破壊をもたらす生活条件を故意に強いる、（４）集団内の出生を妨げることを目的とした措置を課す、
（５）集団内の子供を強制的に他の集団に移す。このうちの 1 つでも当てはまればジェノサイドと見なされます。夥しい
数の証拠が示す中国政府の組織的なウイグル人弾圧は、これら全ての項目に当てはまるのです。
世界中のメデイア、専門家やシンクタンクが報告している通り、ウイグルでは男性を無差別に収容し、強制労働をさせ、
独自の文化を放棄させ、中国共産党への崇拝を強制し、拷問を加えています。女性には不妊手術が強制され、子供を
親から強制的に引き離してもいます。独自文化の立役者だった著名な知識人や経済人が一斉に姿を消すという悪夢が
起こっているのです。強制収容所での不審死の報告は後を絶ちませんし、行方不明の家族を探すウイグル人は日本だけ
でなく世界中に溢れています。何千年も受け継がれてきたウイグルの独自文化や民族的なアイデンティティーを絶滅させ、
ウイグル人社会を根底から破壊する意図をもった非人道的かつ組織的な攻撃が正に進行中なのです。
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中国政府が欧米メデイアの自由な取材を許可せず、情報を遮断し、都合のいいプロパガンダしか流さない中で、
BuzzFeed が多くの元収容者の過酷な体験を報道しています。xii どれを見ても現代のこととは思えないほど非人道
的なものばかりです。

（４） 強制収容所で死亡するケースが続出、臓器狩りの犠牲にされているとの報道も
家族の命がけの証言により、多くの人（著名学者、女性、青少年を含む）が強制収容所で死亡している実態も確
認されています。専門スタッフを置いて現地から情報収集しているアメリカの政府系メデイア RFA では、家族や地元の
役人などを電話取材し、強制収容所での死亡事例を断続的に数多く報道しています。
クチャ県の 1 か所の強制収容所だけで、2018 年 6月から 12 月までの半年間で 150 人以上が死亡したと地元警
察が証言したと朝日新聞が報じています。xiii この事例だけを見ても、1000 か所を超える収容所の数、300 万を超
える収容者の数、4年間という年月をもって単純計算すると、戦場以上の死者が出ている計算になります。
しかも、死因についての説明も無く、遺体を家族が確認することも許可せず、警察の立ち合いのもとで強制的に埋葬さ
せられるケースや、そもそも遺体を家族に返さず当局が焼却処分しているケースも多く報道されています。ウイグル人に
は火葬の習慣がないのに、強制収容所近くに多くの大規模火葬場が建設されていることも確認されており、遺体を家
族に返してくれないケースでは、拷問死や臓器狩りなど当局の犯罪行為を隠すために秘密裏に火葬処分されたとされ
ています。在日ウイグル人の中にも、家族が強制収容所で死亡したケースが複数発生しています。

（５） 収容者を中国各地に分散して勾留する計画も
国際社会からの批判や現地調査を求める声が高まったことを受け、収容者数を隠すために、中国政府は収容者約
50 万人を中国全土に分散して、勾留する計画を打ち出し、陝西省、内モンゴル自治区、甘粛省、黒竜江省等の
省に、引き受ける被拘留者の人数を通知したと報道されています。黒竜江省の公安局の内部筋は、「新疆の「教育
による改心」のための強制収容所は既に国際的な注目を集めている。そこで、被収容者を別の場所に移すよう最上
位の当局が命令を下した。そうすれば、国際機関が調査するころには、収容所には誰もいなくなっている」と話した。xiv

収容者の中国本土への移送について、RFA でも移送元と移送先のそれぞれの政府関係者から事実確認をとった事
例を断続的に報道しています。移送の様子を映した内部映像が流出し、国際社会から非難を浴びたケースもありま
す。xv

（６） 親から強制的に引き離された子供たちの惨状
300 万もの大人が強制収容されたことで、大量の子供たちが「孤児」となる事態が起こっています。これらの「孤児」が
祖父母などの血縁者の希望に反して施設に収容されているとの報告が相次いでいます。男性を収容し、女性を不妊
にすることで、中国政府はウイグル民族の血統を完全に絶やそうとしています。少なくとも 50 万人のウイグル人の子供
が親元から引き離され、「児童シェルター」と称する施設に入れられていると報道されています。
潜入取材や調査を行った BBC が次のように報じています。「子どもたちを家族、信仰、言葉から意図的に引き離して
いることが、新たな調査でわかった。成人ウイグル族の自我を変革しようとする取り組みと平行して、子どもをそのルーツ
から組織的に引き離すための取り組みが進行していることを、証拠が示している。注目すべきは、中国政府はいくつも
の収容所を建設するのと時を同じくして、大人数の子どもたちを常時監護できる態勢も整えていることだ。調査した 1
つの町だけで子ども400人以上の親が、1人ではなく2人とも収容所か刑務所に強制収容されていた。ドイツ人研究
者のアドリアン・ツェンツ博士の調査では、収容所と同じく学校施設でも現在、ウイグル語など地域の言語を消滅させよ
うとする組織的な取り組みが展開されていることが明らかになっている。各学校は規則で、生徒と教員の両方に対し、
校内で中国語以外の言葉を話した場合の厳しく細かい罰則を定めている。ツェンツ氏は私にそう話す。『文化的集団
虐殺と呼ぶべき事態が起きている、証拠がそれを示していると自分は確信している』」xvi
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1. 「世紀の汚点」と非難されているウイグルの強制収容問題

（１） 恐るべき規模
世界中のメディアが報じているとおり、習近平政権は2017年以降東トルキスタン（現在中国の新疆ウイグル自治区
とされている）で、人類史上最大規模の強制収容所を運営しています。
ウイグルの強制収容について世界で最も詳しい専門家として知られるドイツの研究者エイドリアン・ゼンツ博士は、ウイ
グル全土で 1000 か所を超える強制収容所が存在するとの調査結果を発表しています。iv 一ヶ所の強制収容所だ
けで 13万人を収容できるような巨大なものも存在することを確認したと BBC は報じています。v そこには、ウイグル人
社会を担ってきた大勢の著名な文化人や経済人を含む、罪のないウイグル人ら（カザフ人など地元住民を含む）
300 万人以上が収容されており、被害を受けていないウイグル人の家族は存在しないという、悪夢のような事態が起
こっています。強制収容所の数にしても、収容者の数にしても、既にナチス政権を超える規模となっています。

（２） 理不尽な収容理由と手段
ナチスを超える規模の強制収容が習近平の号令で始まった国策であることや、強制収容の理由についても中国当局
の主張が全くの嘘であることが、2019 年以降 3度にわたって流出した内部文章で決定的に裏付けられたと、欧米の
主要メディアや専門家が指摘しています。
暴露された大量の内部文書には、ＡＩの判断で 1週間に 1万 6千人を収容したviことが盛り込まれていました。「信
用できない」「外国に親族がいる」「パスポートを申請したことがある」など理不尽極まりない理由で沢山のウイグル人が
強制収容されていたviiことや、刑務所のような管理体制なども明記されていました。また、村の役人に収容者を増やす
ようノルマが課され、達成するまで拘束は続けられているとの証言もあり、全ウイグル人が収容所を体験するのは時間
の問題となっています。
強制収容所関連の政府文書 1500 点以上を検証したフランス通信はこう報じています。「ある政府文書には、こう記
されている。センターではまず、入所者の『血筋を打ち壊し、基盤を打ち壊し、つながりを打ち壊し、出自を打ち壊さ』な
ければならない」viii つまり、身体的・心理的に耐えがたい危害を加え続けて、ウイグル人の精神を破壊し、中国共産
党のロボットとして作り変える。これが強制収容所の目的とわかったのです。これらの内部文章の暴露は、それまで懐疑
的になり、二の足を踏むメディアや政治家が一斉に考えを変える出来事となりました。

（３） 非人道的扱い
BBCなど欧米メディアの潜入取材、生還者の証言、流出した内部文章や映像などから、正当な理由が無いまま強制
収容された人々は、外部との接触を完全に断ち切った劣悪な環境の中で、母語での日常会話まで禁止され、ウイグ
ル人の独自文化や伝統の放棄を強制され、同時に中国共産党や習近平への忠誠や崇拝を強制されている実態が
明らかになっています。洗脳教育だけではなく、拷問（暴行、電気ショック、水責めなど）、心理的虐待、正体不明の
薬や注射の強制投与など人体実験を疑わせる犯罪行為まで横行しているとの証言が多く報告されています。ix

運よく生還できた数少ない証言者たちは、想像を絶する収容所体験を証言しています。壁に固定された鎖に繋がれ
た状態で何か月も過ごしたとの証言や、狭い部屋に大勢の人がすし詰め状態で閉じ込められて同時に寝るとスペース
が足りないため、2 時間おきに交代で寝る毎日が続いたとの証言もあります。また、中国共産党や習近平を称賛し忠
誠を誓う「日課」を中国語で大声でクリアできなかった場合、食事も貰えず拷問を待ち受けるとの証言もあります。x

更に、BBC は収容中のウイグル人女性らに対し中国人警官や警備員らによる性的暴行や虐待、拷問が組織的に
行われていたとの衝撃的なリポートを報じています。xi
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3. 避妊器具や不妊手術の強制による断種ジェノサイド

2020年 6月、公的政府文章の分析を基にまとめ、米シンクタンク「ジェームズタウン財団」が公表した調査報告書xxviで、
中国による「断種」ジェノサイドの実態を明らかになりました。「断種」ジェノサイドとは、ウイグル人女性への避妊器具や不
妊手術を強制することを指します。

この報告書によると、ウイグル人男性の大規模な強制収容が始まった 2017 年以降、ウイグル人女性に対する大規模
な避妊器具や不妊手術強制キャンペーンが始まりました。ウイグル自治区の人口は中国全体の 1.8％を占めるにすぎな
いが、2018 年には中国で行われた子宮内避妊器具（IUD）装着手術の 80％がウイグルで行われた。また、更に過
酷な手段である不妊手術についても、2018 年には中国全体平均より 7倍も多く不妊手術がウイグルで行われた。ウイ
グル文化の中心地であるカシュガルやホータンなど南部の地域では、2019 年までに出産年齢人口（18～49 歳）の
女性の80％に、「長期的に効果のある産児制限措置」を施す計画をまとめ、容赦なく強行した結果、ウイグル人人口の
自然増加率が僅か 2 年余りで 86％も減りました。一部の地域では、2017 年と比べ、2018 年には、不妊になった女
性は 124％、夫と死別した女性は 117％増と二倍以上に増えています。各家庭から男性を強制収容することで、残っ
た女性を抵抗できない立場に追い込み、避妊器具や不妊手術を強制したのです。

国連のジェノサイド条約には「集団内の出生を防止することを目的とした措置を課すこと」は集団虐殺に当たると明記さ
れています。報告書では、中国政府がウイグル人に対して、まさにこれに該当する行為を行っている証拠を示したと結論
付け、国際社会が断固たる措置を取らなくてはならないと警鐘を鳴らしています。この報告書を受けて、ウイグル問題に
対する欧米の目は更に厳しいものに急変していきました。

このほかにも、西日本新聞は、中国国家統計局が毎年発行する「中国人口・雇用統計年鑑」「中国保健衛生統計年
鑑」やウイグル自治区統計局の「新疆統計年鑑」を過去 10 年分入手し、不妊手術や中絶の実態を分析した調査結
果を発表しています。それによると、中国全体では 2016 年以降、不妊手術や IUD装着手術が急減した。しかし、ウイ
グルでは逆に不妊手術などが急増し、17 年時点で不妊手術を受けたのは約 19 万人に上った。ウイグルにおける不妊
手術が5年で18倍も増える異常事態を公式統計情報から確認したという。分析を行った西日本新聞は更に、「18年
時点で不妊手術を受けた人の99％、IUD装着者の63％がホータン、カシュガル、アクスの 3地域に集中。3地域はウ
イグル族が全体の 8～9 割を占めていた。中国政府が産児制限を緩和する中、自治区の不妊処置は不自然に増えて
おり、非人道的な人口抑制策が実施されてきた疑いが強まった。」とも報道しています。xxvii

また、東京大学大学院法学政治学研究科の平野聡教授は、中国で最も権威ある統計『中国統計年鑑』のデータをも
とに、ジェノサイドの実態を物語る衝撃的な数字を突き止めたと発表しました。xxviii それには、こう書かれています。
「2017 年～19 年にかけて、ウイグル自治区における総人口が 78 万 5500 人増加した一方、少数民族人口は何と
164 万 5000 人も激減（マイナス 9.9％）しているという異常な人口動態を見せている。これは自ずと、ウイグル自治
区における少数民族が極めて不自然なかたちで急減し、それを上回るかたちで外来の漢族がウイグル自治区に補充され
たことを意味する。」
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2. 大規模強制労働、日本企業を含む世界の有名企業の関与も

正当な理由が無いまま強制収容さたウイグルの人々が、世界の有名企業を巻き込んだ強制労働の犠牲になっている実
態が明らかになってきました。
2020 年 3 月、オーストラリアのシンクタンク「オーストラリア戦略政策研究所（Australian Strategic Policy
Institute,ASPI）」が、世界の有名企業少なくとも 83 社のサプライチェーンに組み込まれている中国の工場で、収容
施設から移送された 8万人以上のウイグル人が強制労働させられているとの詳細な調査報告書を発表しました。xvii

この中には、複数の日本企業（日立製作所、ジャパンディスプレイ、三菱電機、ミツミ電機、任天堂、パナソニック、ソニ
ー、ＴＤＫ、東芝、ユニクロ、シャープ、良品計画、しまむら、京セラ）の名前も含まれていました。日本ウイグル協会がこ
れらの企業に質問状を送付しましたが、回答は「問題取引はない」「確認できていない」が大半でした。

更に、現代の奴隷制度とも呼ぶべき手法でウイグル人労働者の取引・管理ビジネスが行われているとの報道もあります。
世界的な経済誌である Forbes が次のように報じています。「中国中央政府は、『Xinjiang Aid（援疆）』という政策
の下、新疆ウイグル自治区以外の工場へウイグル人たちを移送している。工場長は、ウイグル人を 1 人雇用するたびに
報酬を得られる。オンライン予約でウイグル人労働者を手配できる、と宣伝する企業もあるほどだ。そうした広告は、16歳
から 18 歳のウイグル人労働者 1000 人を手配できると謳い、『ウイグル人労働者の長所は、軍隊式に管理できること、
困難にも耐え抜くこと、労働力の損失がないこと』であり、『最低 100 人から手配可能！』と書かれている。」xviii

ASPI の報告書が公表されると、ウイグルの問題を「自分たちとは関係ない」とそれまで考えていた世界中の人々が、日常
生活で何気なく使う商品が、実はウイグル人の奴隷労働と繋がっているのかもしれないと捉えるようになりました。欧米で
は一部有名企業でウイグル人の強制労働の疑いが指摘された中国のサプライチェーンとの取引を見直す動きが広がりつ
つあります。例えば、アメリカのアパレルブランド大手パタゴニアはウイグル自治区からの撤退、世界中のサプライヤーに対し
てもウイグル自治区での原材料調達及び製造を禁止しました。xix スウェーデン衣料品大手 H＆Mは強制労働が疑わ
れた工場を経営する中国メーカーとの間接的な取引があったことを認め、取引の停止を行い、ウイグル自治区からの綿花
の調達を取りやめると発表しました。xx イギリスの小売り大手マークス・アンド・スペンサー（M&S）は、自社の衣料品に
「新疆綿」を使用しないと発表しました。xxi

企業だけではありません。政府レベルでも対策を打ち出す動きが欧米では出てきています。例えば、アメリカ政府は、ウイ
グル自治区で生産された綿製品やトマト関連製品の輸入を全面的に禁止すると発表しました。xxii イギリス政府は、ウ
イグル人の強制労働に関与する企業の製品をサプライチェーンから排除するため、規制強化に踏み切ると発表。xxiii カ
ナダ政府もウイグル人の強制労働への関与が疑われる商品の輸入を禁止すると発表した。xxiv ドイツやフランスも同様
の対応策を検討していると報道されています。投資家も反応しており、世界最大の政府系ファンドであるノルウェー政府
年金基金は、投資先企業がウイグル人の強制労働に関与しているかどうかについて調査を始めると発表しています。xxv

強制労働から利益を得ることは（直接的・間接的を問わず）、企業倫理の原則からも、人道的見地からも決して許さ
れるものではありません。大規模強制収容を起源とするウイグル人の非人道的な労働に企業が無意識に加担するリスク
が極めて高く、踏み込んだ調査やサプライチェーンの見直しも含めた責任ある行動が求められています。これは、日本企
業にとっても他人事ではなく、企業と政府の両方が対策を講じるべき問題です。
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グル自治区で生産された綿製品やトマト関連製品の輸入を全面的に禁止すると発表しました。xxii イギリス政府は、ウ
イグル人の強制労働に関与する企業の製品をサプライチェーンから排除するため、規制強化に踏み切ると発表。xxiii カ
ナダ政府もウイグル人の強制労働への関与が疑われる商品の輸入を禁止すると発表した。xxiv ドイツやフランスも同様
の対応策を検討していると報道されています。投資家も反応しており、世界最大の政府系ファンドであるノルウェー政府
年金基金は、投資先企業がウイグル人の強制労働に関与しているかどうかについて調査を始めると発表しています。xxv

強制労働から利益を得ることは（直接的・間接的を問わず）、企業倫理の原則からも、人道的見地からも決して許さ
れるものではありません。大規模強制収容を起源とするウイグル人の非人道的な労働に企業が無意識に加担するリスク
が極めて高く、踏み込んだ調査やサプライチェーンの見直しも含めた責任ある行動が求められています。これは、日本企
業にとっても他人事ではなく、企業と政府の両方が対策を講じるべき問題です。
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4. 想像を絶する徹底した監視

ウイグル全土では、無数の監視カメラや、中国人（漢族）は普通に通れるがウイグル人は取り調べを受けないと通れな
い検問所が街中に溢れています。中国政府は、高度な技術を駆使してウイグル人の生活の隅々まで監視しています。ア
リババ、ウイグル人を識別可能な顔認識システムを開発していたとロイターが報道しています。xxix ファーウェイが、ウイグル
人をカメラシステムで特定し、警察に通報する顔認識ソフトウェア「ウイグル警報」のテストに関わっていたとワシントンポスト
が報道しています。xxx

国際調査報道ジャーナリスト連合（ICIJ）が２０１９年１１月に公開した内部文書では、監視カメラの映像やスマ
ートフォンなどから個人情報を収集・解析し「潜在的脅威と見なす者」のリストを作成する大規模な AI ネットワークシステ
ム（IJOP）でウイグル人を常時監視し、AI の判断で収容施設への大量収容が行われた実態が明らかになりました。
国際的な人権NGO ヒューマン・ライツ・ウォッチが２０１９年５月に発表した報告書xxxiでは、中国当局がモバイルアプ
リを使い、ウイグル人に対する違法な大規模監視と恣意的拘禁を行っている多くの証拠を提示しています。また、12 歳
から 65 歳までのウイグル人の DNA サンプル、指紋、虹彩スキャン、血液型、音声サンプルなどの生体情報を強制的に
収集し監視に利用している、更には36種類の行動パターンを監視し、自動車やIDカードを追跡し、電気やガソリンスタ
ンドの使用履歴から人間関係に至るまでモニタリングしていると指摘しています。
更に、ウイグル人の家庭に 120 万人以上の政府職員が派遣され、定期的に寝泊りして日常生活を監視する、政府職
員とウイグル人家庭がほぼ一対一で「親戚関係」を結ぶ制度が2017年以降に導入されたことも CNNや東京新聞など
が報じています。現地調査を行った CNN は次のように報じています。「収容された家族に対してウイグル人が抱く愛情の
把握も「親戚」の任務に含まれている。カシュガル地区の「親戚」が使うマニュアルでは、敏感な問題についてはウイグル人
の子どもに聞くよう推奨している。「子どもは真実を語る」ためだ。この過程で得た情報は治安関係のデジタルシステムに入
力され、当局上層部がキャンプに送り込む対象者を決定する。」xxxii

ウイグル人に対する徹底した監視は中国国内にとどまらず、世界各地に及んでいます。2020 年２月にアムネスティ・イン
ターナショナルが発表した報告書xxxiiiでは、２２か国に住む約４００人に行った聞き取り調査の結果、少なくとも２６
人が「情報提供者になるよう求められた」と回答したほか、39 人が「個人情報を入手するための脅迫電話を受けた」、
21人が「中国当局がソーシャルメッセージングアプリを使用して追跡し、脅迫してきた」、181人が「声を上げようとしたとき
に脅かされました」と回答しています。報告書は、ウイグル人が海外にいても中国当局からの監視や脅迫に晒される状況
にあり、安全な場所がないと指摘。日本に住むウイグル人も同様の脅迫を受けている実例を NHKxxxivが報じています。

5. 日本在住のウイグル人の苦境
日本には 2～3000 人のウイグル人が暮らしていますが、そのほとんどが 2017 年以降故郷の家族と連絡を取ることすら
できず、絶望的な状況に陥り苦しんでいます。何年も家族の安否確認すらできずにいる人や、家族が強制収容所で死
亡した人もいます。現地の家族を人質に、地元当局からスパイ行為の強制や、脅迫電話などの心理的圧迫を受け、日
常生活に大きな支障がでている人もいます。2019年に、東京の大学院に留学していた20代女性が、収容所に送られ
た家族の身を案じて、誰にも相談せずに帰国したところ、当局に拘束され、その後死亡したことが確認されています。xxxv

日本にある中国大使館は、ウイグル人であることを理由にパスポートの更新を公然と拒否しているのです。地元に戻れば、
収容所行きの運命が待ち受けています。大使館にパスポートの更新が拒否されたために、日本に合法的に滞在できなく
なり、強制収容を恐れて帰国することも出来ず、仕方なく難民申請をしている人も増えています。
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人をカメラシステムで特定し、警察に通報する顔認識ソフトウェア「ウイグル警報」のテストに関わっていたとワシントンポスト
が報道しています。xxx

国際調査報道ジャーナリスト連合（ICIJ）が２０１９年１１月に公開した内部文書では、監視カメラの映像やスマ
ートフォンなどから個人情報を収集・解析し「潜在的脅威と見なす者」のリストを作成する大規模な AI ネットワークシステ
ム（IJOP）でウイグル人を常時監視し、AI の判断で収容施設への大量収容が行われた実態が明らかになりました。
国際的な人権NGO ヒューマン・ライツ・ウォッチが２０１９年５月に発表した報告書xxxiでは、中国当局がモバイルアプ
リを使い、ウイグル人に対する違法な大規模監視と恣意的拘禁を行っている多くの証拠を提示しています。また、12 歳
から 65 歳までのウイグル人の DNA サンプル、指紋、虹彩スキャン、血液型、音声サンプルなどの生体情報を強制的に
収集し監視に利用している、更には36種類の行動パターンを監視し、自動車やIDカードを追跡し、電気やガソリンスタ
ンドの使用履歴から人間関係に至るまでモニタリングしていると指摘しています。
更に、ウイグル人の家庭に 120 万人以上の政府職員が派遣され、定期的に寝泊りして日常生活を監視する、政府職
員とウイグル人家庭がほぼ一対一で「親戚関係」を結ぶ制度が2017年以降に導入されたことも CNNや東京新聞など
が報じています。現地調査を行った CNN は次のように報じています。「収容された家族に対してウイグル人が抱く愛情の
把握も「親戚」の任務に含まれている。カシュガル地区の「親戚」が使うマニュアルでは、敏感な問題についてはウイグル人
の子どもに聞くよう推奨している。「子どもは真実を語る」ためだ。この過程で得た情報は治安関係のデジタルシステムに入
力され、当局上層部がキャンプに送り込む対象者を決定する。」xxxii

ウイグル人に対する徹底した監視は中国国内にとどまらず、世界各地に及んでいます。2020 年２月にアムネスティ・イン
ターナショナルが発表した報告書xxxiiiでは、２２か国に住む約４００人に行った聞き取り調査の結果、少なくとも２６
人が「情報提供者になるよう求められた」と回答したほか、39 人が「個人情報を入手するための脅迫電話を受けた」、
21人が「中国当局がソーシャルメッセージングアプリを使用して追跡し、脅迫してきた」、181人が「声を上げようとしたとき
に脅かされました」と回答しています。報告書は、ウイグル人が海外にいても中国当局からの監視や脅迫に晒される状況
にあり、安全な場所がないと指摘。日本に住むウイグル人も同様の脅迫を受けている実例を NHKxxxivが報じています。

5. 日本在住のウイグル人の苦境
日本には 2～3000 人のウイグル人が暮らしていますが、そのほとんどが 2017 年以降故郷の家族と連絡を取ることすら
できず、絶望的な状況に陥り苦しんでいます。何年も家族の安否確認すらできずにいる人や、家族が強制収容所で死
亡した人もいます。現地の家族を人質に、地元当局からスパイ行為の強制や、脅迫電話などの心理的圧迫を受け、日
常生活に大きな支障がでている人もいます。2019年に、東京の大学院に留学していた20代女性が、収容所に送られ
た家族の身を案じて、誰にも相談せずに帰国したところ、当局に拘束され、その後死亡したことが確認されています。xxxv

日本にある中国大使館は、ウイグル人であることを理由にパスポートの更新を公然と拒否しているのです。地元に戻れば、
収容所行きの運命が待ち受けています。大使館にパスポートの更新が拒否されたために、日本に合法的に滞在できなく
なり、強制収容を恐れて帰国することも出来ず、仕方なく難民申請をしている人も増えています。



ゆうちょ銀行から振込みの場合
ゆうちょ銀行 記号 10230　番号 21164361
トクテイヒエイリカツドウホウジン ニホンウイグルキョウカイ

他行から振込みの場合
ゆうちょ銀行 店番（店名）028　番号 2116436
トクテイヒエイリカツドウホウジン ニホンウイグルキョウカイ
※ゆうちょ銀行の店番は「ゼロニハチ」と入力ください。

日本ウイグル協会振込口座

【入会申込書】 日本ウイグル協会の趣旨に賛同し、入会の申し込みをいたします。

氏 名　　　　　　　　　　　　
住 所

電 話　　　　　　　 　　　　　 FAX 
E-mail 　　　　　　　　　　　  職 業（学校名）
会員区分（いずれか一つを指定） 

個人会員 ・ 学生会員 ・ 団体会員 ・ サポート会員
年会費 　　　　　　円
※以上の必要事項を明記の上、以下のあて先にメールまたはご郵送ください。
　入会金と年会費は実名にてお振込みください。お振り込みが確認でき次第、入会手続きを行います。

連絡先 Tel:03-5615-9597
E-mail : membership@uyghur-j.org 
〒112-0004 東京都文京区後楽 2-3-8 第六松屋ビル 401 号室

日本ウイグル協会は会員を募集しています。
　私たちと共に、東トルキスタン問題の解決のために活動しようという意思がある方は、
　民族や思想信条を問わず、どなたでもご入会いただけます。
会員の特典
　会報「蒼空」を無料でお届けします。協会の諸事業のご案内と優先的参加、会員割引サービスが受けられます。
　協会は勉強会・シンポジウム・懇親会・中国政府抗議デモなどを行っております。

会員の区分は以下のようになっております。
個人会員 ： 年会費 一口 5,000 円　入会費：2000 円
学生会員 ： 年会費 一口 2,000 円　　入会費：無料
団体会員 ： 年会費 一口 30,000 円　 入会費：2000 円
サポート会員 ： 年会費 一口 １0,000 円　入会費：2000 円

※個人情報の扱いについて： 当協会は会員の個人情報を法令にしたがって適切に管理し、当協会の事業の目的にのみ利用いたします。また会員名簿は理事を除いて原則非公開とします。

編集後記
日本ウイグル協会ニュースレターをお届けいたします。2021 年 7 月までの活動を報告しております。コロナ禍の中、活動には多くの制限が生

じておりました。しかし当然のことながら、コロナ禍と関係なくウイグルの状況は刻一刻と悪化しております。今後ともぜひ我々の活動にご支援

賜ることができれば幸いです。活動の内容、本文にてぜひ知ってくださいませ。（編集部）

在日ウイグル人が明かす 
ウイグル・ジェノサイド 
―東トルキスタンの真実
ムカイダイス・著
出版社 : ハート出版
ISBN-10: 4802401124
ISBN-13: 978-4802401128
発売日： 2021/3/26

命がけの証言
清水ともみ・著
出版社 : ワック
ISBN-10: 4898315003
ISBN-13: 978-4898315002
発売日： 2021/1/24

私の身に起きたこと : とあ
るウイグル人女性の証言
清水ともみ・著
出版社 : 季節社
ISBN-10: 4873691044
ISBN-13: 978-4873691046
発売日： 2020/10/20

清水ともみさん

重要証人 : ウイグルの
強制収容所を逃れて
サイラグル・サウトバイ （著）, 
アレクサンドラ・カヴェー
リウス（著）, 秋山 勝 （翻訳）
出版社 : 草思社
ISBN-10: 4794225261
ISBN-13: 978-4794225269
発売日： 2021/8/3

ウイグル・香港を殺すもの 
- ジェノサイド国家中国
福島香織・著
出版社: ワニブックスPLUS新書
ISBN-10: 4847066618
ISBN-13: 978-4847066610
発売日： 2021/8/18

ウイグル人という罪─中国
による民族浄化の真実─ 
文・福島 香織 
漫画・清水 ともみ
出版社 : 扶桑社
SBN-10: 4594089402
ISBN-13: 978-4594089405
発売日： 2021/9/18

お勧めの本


